
 

                令和７年度 学校経営計画 全体構想        小国町立小国小学校 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

         

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

～ 小 国 町 保 小 中 高 一 貫 教 育、地域とともにある学校づくりの推進 ～ 

＜学校教育目標＞ 

白い森の国おぐにを愛し、進んで学び、心豊かで、 

たくましいおぐにっ子の育成 
＜めざす子ども像＞ 

 なかよく、かしこく、さわやかおぐにっ子 

⑴ 進んで考え、ともに学び合う子ども   （知） 

⑵ 思いやりの心をもち、自他を愛する子ども（徳） 

⑶ 心身ともに健康で、粘り強くやりぬく子ども（体） 

⑷ 郷土を愛し、町や地域を元気にしょうとする子ども（郷土愛） 

＜めざす学校像＞ 

わくわくしながら挑戦する小国小学校 

⑴ 明るいあいさつと歌声が響く、元気な学校 

⑵ 互いを尊重する思いやりのある学校 

⑶ 伸び伸びと生活できる、安全で安心な学校 

⑷ 家庭・地域と連携・協働する、地域とともにある学校 

＜めざす教師像＞ 

子どもとともに学び続け、信頼される教師 

⑴ 学習指導力・生徒指導力・特別支援教育力・情報活用能力を高め、力を惜しまない教師  

⑵ 常に子どもに寄り添い、思いに共感・共有できる教師 

⑶ 子どもが安心・安全であることを第一に考え、かけがえのない「いのち」を大切にする教師  

⑷ 家庭・地域との連携・協働を図り、互いに高め合う教師 

 

 国の動き  

◆社会に開かれた教育課程の実現・・・「よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創る」 

◆カリキュラム・マネジメントの実現 

○主体的・対話的で深い学びの推進  「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 

山形県の動き 第７次山形県教育振興計画（令和7年度から概ね10年間）  

  ○目 標：ウェルビーイングを目指し、多様性あふれる持続可能な社会の実現にを担う山形の人づくり 

  ○学校教育の指針：子どもも大人も、ともに学び合える喜びを感じるような一日、一日をつくる 

                  ～誰一人取り残さない教育の実現～ 

 小国町の動き ねらい：人間力と郷土の明日を切り拓く創造力に満ちあふれた児童生徒の育成 

  ○「白い森おぐに保小中高一貫教育」の推進（令和元年度より本格実施） 

    ・「国際」「情報」「白い森学習」「キャリア教育」「特別支援教育」の５推進部会 

    ・「保・小」、「小・中」、「中・高」、「叶水小・小国小」連携委員会 

  ○小国小学校学校運営協議会（コミュ二ティ・スクール）・合同運営協議会の開催、地域学校協働本部 

  ○カリキュラム・マネジメント研修、ＩＣＴ教育(兼)プログラミング研修、特別支援教育研修と巡回相談 他 

『今日的な課題』 
○安全・安心・安定した学校づくり（感染症対策の継続） 

○社会に開かれた教育課程、地域と共にある学校の推進 

○特別支援教育の充実（合理的配慮と確かな学力） 

○いじめ・不登校の未然防止・早期発見・早期対応 

○教職員の働き方の見直し、綱紀保持の取り組み 

⑴ 

主
体
的
な
学
び
に
向
か
う
、
構
え
づ
く
り 

① 

「
学
習
の
約
束(

話
の
聞
き
方
、
返
事
や
話
し
方
、
姿
勢
、
鉛
筆
の
持
ち
方
等)

」
や
「
話
し
合
い
の
仕
方
」
等
に
つ
い
て
、
発
達
段
階
を
考
慮
し
な
が
ら
も
子
ど
も
た
ち
と
共
通
理
解
し
統 

一
し
た
指
導
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
保
小
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
や
小
中
連
携
の
活
動
に
見
通
し
を
も
っ
て
取
り
組
み
、
効
果
的
で
円
滑
な
接
続
を
め
ざ
す
。 

② 

学
力
の
三
観
点
か
ら
本
校
と
し
て
身
に
付
け
さ
せ
た
い
力
（
資
質
・
能
力
）
を
洗
い
出
し
、
系
統
性
と
連
続
性
を
大
切
に
し
て
指
導
・
支
援
を
行
っ
て
い
く
。 

③ 

家
庭
学
習
の
目
的
や
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
必
要
性
等
を
子
ど
も
自
身
に
捉
え
さ
せ
る
機
会
を
大
切
に
し
、
家
庭
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
学
び
に
主
体
的
に
取
り
組
む
意
識
を
醸
成 

す
る
。 

⑵ 
学
校
研
究
を
核
に
し
た
、
子
供
を
主
語
に
し
た
授
業
づ
く
り
に
よ
る
確
か
な
学
力
の
育
成 

① 
学
校
研
究
の
日
常
化
を
図
り
、「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」
の
一
体
的
な
充
実
を
め
ざ
し
な
が
ら
、
探
究
型
学
習
を
積
極
的
に
仕
組
ん
で
い
く
よ
う
に
す
る
。 

② 

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
や
Ｎ
Ｒ
Ｔ
の
結
果
等
を
踏
ま
え
た
重
点
的
な
取
り
組
み
や
全
校
テ
ス
ト
の
実
施
を
と
、
教
科
担
任
制
や 

Ｔ
Ｔ
指
導
・
課
題
別
学
習
等
の
指
導
体
制
の
工
夫
を
通
し
て
「
考
え
る
力
」
の
育
成
と
基
礎
基
本
の
定
着
を
図
る
。 

③ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
研
修
・
実
践
を
進
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の
積
極
的
か
つ
効
果
的
な
活
用
を
図
る
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の
活
用
に
よ
り
、
子
ど
も
の
学
習
意
欲
を
や
学
び
の
定 

着
を
高
め
、
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
。 

④ 

読
み
聞
か
せ
や
図
書
室
を
利
用
し
た
活
動
を
通
し
て
読
書
へ
の
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、
朝
読
書
や
家
庭
読
書
を
推
奨
し
、
読
書
好
き
な
子
ど
も
を
育
て
る
。 

⑶ 

相
手
を
大
切
に
し
た
表
現
力
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
等
）
の
育
成 

① 

日
々
の
授
業
の
中
で
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
思
い
や
考
え
を
持
っ
て
相
手
に
伝
え
た
り
、
相
手
の
話
を
し
っ
か
り
と
聞
い
た
り
す
る
場
面
を
設
け
て
、
自
分
の
考
え
を
表
現
で
き
る
力
（
発

達
段
階
に
応
じ
た
）
や
相
手
の
考
え
を
尊
重
す
る
態
度
を
育
て
る
。 

② 

教
科
・
領
域
等
の
様
々
な
取
り
組
み
の
中
で
、
話
し
合
い
活
動
を
積
極
的
に
仕
組
み
、
相
手
の
考
え
や
思
い
を
よ
く
聞
い
た
り
、
自
分
の
考
え
や
思
い
を
し
っ
か
り
伝
え
た
り
す
る
こ
と
を

繰
り
返
し
経
験
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
て
る
。 

③ 

学
級
や
学
年
、
学
校
全
体
の
活
動
や
学
校
行
事
等
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
の
場
面
を
活
用
し
て
、
自
分
の
考
え
を
述
べ
た
り
、
学
習
し
た
こ
と
を
発
表
し
た
り
す
る
機
会
を
計
画
的
に
設
け
、 

表
現
力
の
育
成
を
図
っ
て
い
く
。 

⑴ 

よ
り
良
い
学
校
生
活
と
自
律
に
向
け
た
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
育
成 

 

① 

特
別
な
教
科
道
徳
や
学
級
指
導
を
充
実
を
図
り
、
豊
か
な
心
と
規
範
意
識
を
育
て
る
。 

② 

温
も
り
の
あ
る
丁
寧
な
言
葉
遣
い
（
ふ
わ
ふ
わ
言
葉
、
さ
ん
・
く
ん
付
け
等
）
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
相
手
を
思
い
や
る
言
動
を
身
に
付
け
さ
せ
る
。 

③ 

相
手
を
見
て
、
笑
顔
で
、
会
釈
を
加
え
て
、
自
分
か
ら
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
の
意
味
を
子
ど
も
た
ち
と
共
に
考
え
、
明
る
い
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
子
ど
も
を
育
て
る
。 

⑵ 

特
別
支
援
教
育
の
視
点
を
大
切
に
し
た
学
習
指
導
と
生
徒
指
導
の
一
体
化
に
よ
る
、
お
互
い
を
尊
重
す
る
温
か
な
集
団
づ
く
り 

① 

授
業
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
生
徒
指
導
の
四
つ
の
視
点
や
特
別
支
援
教
育
の
視
点
を
大
切
に
し
た
指
導
・
支
援
を
心
が
け
、
一
人
ひ
と
り
が
認
め
ら
れ
る
学
級
づ
く
り
を
行
う
。 

② 

異
学
年
交
流(

フ
レ
ン
ド
チ
ー
ム
等)

や
学
級
や
学
年
を
オ
ー
プ
ン
に
し
た
活
動
等
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
人
と
関
わ
ら
せ
る
機
会
を
設
け
、
新
た
な
人
間
関
係
づ
く
り
や
他
者
理
解
を 

図
る
。 

③ 

日
常
の
観
察
や
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
・
ハ
イ
パ
ー
Ｑ
Ｕ
の
結
果
等
を
基
に
し
て
、
子
ど
も
同
士
の
人
間
関
係
や
内
在
し
て
い
る
問
題
の
把
握
に
努
め
、
い
じ
め
を
は
じ
め
と
す
る
生
徒
指
導

上
の
問
題
の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
つ
な
げ
て
い
く
。 

⑶ 

「
チ
ー
ム
学
校
」
に
よ
る
「
積
極
的
な
生
徒
指
導
」
の
展
開 

① 

不
登
校
の
未
然
防
止
と
早
期
発
見
・
早
期
対
応
等
に
努
め
、
事
案
が
深
刻
化
す
る
前
に
早
急
に
不
登
策
委
員
会
を
開
い
た
り
、
専
門
家
や
関
係
機
関
等
と
連
携
し
た
り
し
て
、
保
護
者
と
の 

連
携
を
図
り
な
が
ら
「
チ
ー
ム
学
校
」
と
し
て
対
応
し
て
い
く
。 

② 

学
級
内
の
係
活
動
や
児
童
会
活
動
に
お
け
る
各
委
員
会
の
主
体
的
な
取
り
組
み
を
奨
励
し
、
生
徒
指
導
の
４
つ
の
視
点
か
ら
指
導
・
支
援
を
行
い
、
自
ら
の
生
活
を
よ
り
よ
く
し
よ
う
と
す 

る
意
識
と
実
践
力
を
高
め
る 

 
 
 

③ 

発
達
段
階
や
活
動
場
面
に
応
じ
た
話
し
合
い
を
積
極
的
に
仕
組
む
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
の
思
い
や
考
え
を
大
切
に
し
て
自
己
決
定
し
、
行
動
す
る
活
動
に
取
り
組
ま
せ
、
成
就
感
や
達
成

感
を
味
わ
わ
せ
る
よ
う
に
す
る
。 

⑴ 

運
動
す
る
機
会
の
充
実
と
体
力
・
運
動
能
力
の
育
成 

① 

子
ど
も
の
実
態
や
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
の
結
果
等
を
ふ
ま
え
、
年
間
指
導
計
画
や
指
導
過
程
で
重
点
的
に
取
り
組
む
内
容
や
種
目
を
設
定
し
、
教
科
体
育
を
中
心
と
し
て
効
果
あ
る
取
り
組
み 

を
継
続
し
て
い
く
よ
う
に
す
る
。 

② 

運
動
強
化
週
間
や
運
動
会
等
の
実
施
に
向
け
、「
ど
ん
ど
ん
」
等
を
活
か
し
て
一
人
ひ
と
り
に
明
確
な
目
標
を
持
た
せ
、
自
ら
進
ん
で
練
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
手
立
て
や
環 

境
を
工
夫
す
る
。 

③ 

児
童
会
主
催
の
体
育
集
会
や
休
み
時
間
を
使
っ
た
運
動
（
遊
び
）
の
取
り
組
み
等
を
奨
励
し
て
様
々
な
運
動
に
楽
し
く
取
り
組
ま
せ
、
運
動
好
き
な
子
ど
も
を
育
て
る
。 

④ 

感
染
症
対
策
等
へ
の
意
識
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
元
気
に
登
校
で
き
る
よ
う
体
調
管
理
に
努
め
よ
う
と
す
る
態
度
と
実
践
力
意
識
を
高
め
る
。 

⑵ 

安
全
教
育
・
保
健
教
育
・
食
育
を
通
し
た
「
い
の
ち
」
の
大
切
さ
を
実
感
さ
せ
る
取
り
組
み
の
充
実 

① 

毎
月
の
安
全
点
検
を
確
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
危
険
個
所
等
の
速
や
か
な
修
繕
に
努
め
る
。 

② 

火
災
や
地
震
等
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
、
交
通
マ
ナ
ー
や
交
通
安
全
に
つ
い
て
の
意
識
を
高
め
る
交
通
教
室
、
不
審
者
対
応
訓
練
、
関
係
機
関
・
団
体
（
見
守
り
隊
等
）
に
よ
る
登
下
校
指 

導
等
を
通
し
て
、
自
ら
判
断
し
行
動
す
る
資
質
・
能
力
を
育
成
し
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
れ
る
」
子
ど
も
を
育
成
す
る
。 

③ 

養
護
教
諭
と
連
携
し
、「
い
の
ち
の
学
習
」
の
一
層
の
充
実
を
図
る
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
身
の
回
り
の
衛
生
状
況
に
関
心
を
持
ち
、
進
ん
で
美
化
に
取
り
組
も
う
と
す
る
態
度
を
育
て
る
と 

と
も
に
、
清
掃
活
動
の
一
層
の
充
実
を
図
る
。 

④ 

栄
養
教
諭
と
を
中
心
に
食
育
の
視
点
に
立
っ
た
指
導
（
食
の
意
味
、
心
を
育
む
給
食
指
導
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
等
）
の
充
実
を
図
り
、
食
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
。 

⑶ 

家
庭
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
生
活
リ
ズ
ム
と
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
取
り
組
み
の
推
進 

① 

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
の
趣
旨
や
ね
ら
い
に
つ
い
て
、
家
庭
と
の
共
通
理
解
と
連
携
・
協
働
を
図
り
、
子
ど
も
の
健
康
や
衛
生
に
対
す
る
意
識
や
態
度
を
育
て
る
。 

② 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
連
携
・
協
働
を
図
り
、
生
活
リ
ズ
ム
づ
く
り
や
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
わ
る
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
、
よ
り
よ
い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
よ
う
と
す
る
子
ど
も 

を
育
て
る
。 

⑴ 

白
い
森
お
ぐ
に
保
小
中
高
一
貫
教
育
に
お
け
る
「
国
際
・
情
報
教
育
」
の
充
実 

① 

「
国
際
」
の
授
業
で
は
、
保
育
園
や
中
学
校
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
や
特
任
講
師
等
の
人
材
活
用
を
積
極
的
に
図
り
、
異
文
化
を
理
解
し
大
切
に
し
よ
う
と
す
る 

態
度
や
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
ん
で
い
く
。 

② 

高
学
年
で
は
、
外
国
語
教
育
の
四
領
域
（
書
く
・
読
む
・
話
す
・
聞
く
）
を
意
識
し
た
授
業
を
展
開
し
、
確
か
な
学
力
の
育
成
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、「
国
際
」
の
特
色
を
活
か
し
た
取
り 

組
み
（
ど
き
ど
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
タ
イ
ム
等
）
の
一
層
の
充
実
を
図
る
。 

③ 

「
情
報
」
の
学
習
内
容
の
確
実
な
実
施
を
進
め
る
と
と
も
に
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
に
取
り
組
み
、
情
報
活
用
能
力
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
を
育
成
す
る
。 

⑵
「
白
い
森
学
習
」
を
核
と
し
て
、
様
々
な
体
験
を
通
し
て
、
地
域
を
知
り
地
域
と
つ
な
が
る
活
動
の
充
実 

① 

「
白
い
森
学
習
」
で
は
、
小
国
町
の
自
然
や
文
化
を
調
べ
た
り
体
験
し
た
り
す
る
活
動
の
一
層
の
充
実
を
図
り
、
地
域
を
愛
し
、
地
域
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
る
。 

② 

各
学
年
の
教
育
活
動
の
計
画
に
際
し
て
は
、
実
際
に
地
域
に
足
を
運
び
、
そ
の
土
地
の
人
や
文
化
・
歴
史
等
に
触
れ
る
活
動
を
仕
組
み
、
学
校
パ
ー
ト
ナ
ー
の
依
頼
に
つ
い
て
も
年
間
の
見 

通
し
を
持
っ
て
進
め
る
よ
う
に
す
る
。 

 
 
 

③ 

小
学
生
ら
し
い
元
気
で
明
る
い
あ
い
さ
つ
を
「
い
つ
で
も
」「
ど
こ
で
も
」「
だ
れ
に
で
も
」
行
え
る
よ
う
に
指
導
・
支
援
を
行
い
、
あ
い
さ
つ
を
通
し
て
地
域
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る 

よ
う
に
す
る
。 

⑶ 

家
庭
・
地
域
と
の
協
働
・
協
働
に
よ
る
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進 

① 

学
校
運
営
協
議
会
や
地
域
学
校
協
働
本
部
・
白
い
森
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
・
協
働
を
一
層
推
進
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
と
も
に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
「
お
ぐ
に
っ
子
」 

を
育
ん
で
い
く
体
制
の
持
続
化
を
図
る
。
ま
た
、
学
校
パ
ー
ト
ナ
ー
等
の
積
極
的
な
活
用
に
よ
り
、
教
育
活
動
の
一
層
の
充
実
を
図
る
。 

② 

家
族
参
観
日
や
保
護
者
面
談
の
機
会
を
大
切
に
し
て
い
く
と
と
も
に
、
子
ど
も
が
活
動
し
た
り
発
表
し
た
り
す
る
機
会
を
積
極
的
に
周
知
し
て
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
学
校
の
様
子
を 

で
き
る
だ
け
多
く
観
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
す
る
。 

児童の姿 

経営計画・評価項目の提示 

地域連携を語る 

第１回学校アンケ

ート実施（７月） 

評価と下半期の経営構想 

町教委出前ミィーティング 

第２回学校アン

ケート（１２月） 

児童について

情報交換 

次年度教育計画案の 

作成作業開始（１２月） 

評価と次年度の経営構

想説明 及び 承認 

児童について

情報交換 

児童について

情報交換 

『小国町の未来を担う心身ともに健康なおぐにっ子の育成』 

学校研究テーマ『進んで考え、ともに学び合う子どもを育成する授業』～「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を目指して～ 

学 校 経 営 の 重 点 

「わくわく挑戦～『きめる・みとおす・さいごまで』『みとめ合い・かたり合い・たかめ合い』～」を 

合言葉に一人ひとりが幸せになる力を育む。 

１ 社会に開かれた教育課程の編成に一層努めるとともに、家庭・地域との連携・協働を推進して教育

活動の充実を図り、地域とともにある学校をめざす。 

２ 「白い森おぐに保小中高一貫教育」の理解を深め、さらなる充実をめざして連携を推進し、系統性と 

連続性を重視した教育活動を展開する。 

３ 「子どもを主語にした授業づくりを通した確かな学力の育成」「自己指導能力の育成」「健やかな心

と体の育成」を中核に、知徳体の調和の取れた教育活動を推進する。 

４ 「いのちの教育」を教育活動の基盤とし、いじめや不登校の未然防止・早期発見・早期対応に努め、

全校体制で指導にあたる。 

５ 「働き方改革」についての意識を一層高めて実行し、元気で働きがいのある職場づくりに努めると

ともに、職務・服務に係る綱紀保持を徹底する。 

学 校 経 営 方 針 

評 価 

学校運営協議会  
第１回学校運営

協議会（５月）  
第２回学校運営

協議会（11月） 
 第３回学校運営

協議会（１月）  
第１回合同学校運営協

議会役員会（６月）  第２回合同学校運営協議会役員会（２月）  
合同学校運営協議会

全体研修会（１０月） 

入学式（４月） 運動会（９月） 卒業式（３月） 学習発表会（７～１２月） ＰＴＡ総会・授業参観（４月） 創立記念式（１２月） 授業参観（２月） 保護者面談（１０月） 白い森フォーラム（１２月） 

―経営６― 


